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お世話になつております。

璽 灘 黎 廠 営 期 撤 → ―す 。
ご確日の程、宣しくお■い中し上げます。

大洋リアルエステート株式会社
横田



とき。

: 前項により本契約が解除された場合、乙は甲に対して、違約金等損害賠償の責任を負うもの

とする。
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第 16条 (明渡義務)

契約期間の満了または契約の解除によリホ契約が終了する場合、乙は本件土地を更地の状態 (本

件建物の基礎及び抗も撤去する。ただし、本喫約締結前から既に本件土地に存在する地中埋設物

は撤去対象から除外する。)に したうえて、期間満了の場合は本契約終了時またはそれ以前に、

解除の場合は本契約終了後直ちに甲に明渡し返還 しなければならない。■契菫豊工=上 」  t
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第 17条 (明渡し完了までの使用料)

れヽ場 i‐■ 11本契約が終了したにもかかわらず、乙が前条
^:■

に従い更地化して本件土地を

胡 け渡さない場合、乙は、本契約終了の翌日から明波し完了に至るまでの本件賃料相当額の倍額

の損害金その他乙が負担すべき諸費用相当額を甲に支払い、かつ明渡し遅延により甲が被った損

害を賠償 しなければならない。

第 18条 (甲の立入検査)

I 甲もしくはその使用人または甲の指定する者は、本件土地の管理上必要あるときは、あらか

じめ乙の承籍を得たうえで本件土地内に立入り、これを点検し、適宜措置を講ずることがで

きる。ただし、緊急または非常の場合であつて、甲があらかじめるの承諾を得ることができ

ないときは、事後、速やかに乙に通知し、7承を受ければ足りるものとする。

2 前項の場合、乙は甲の措置に協力しなければならない。

第 19条 (塾紀)

1 甲及び乙は、本契約を締結した後、遅滞なく本件土地について、定鶏借地権設定登記及び保

鐵 還確求権を被担保債権とする抵当権設定登記を行う。かかる整記に要する費用は乙が

負担する。
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第 15条 (契約の解除)

1 乙が次の各号の一に該当するときは、甲は何らの催告なしに本契約を解除することができる。

(1)本件賃料その他本契約に基づく債務の支払いを23カ 月以上怠り、その是正を求める甲の

書面による催告を受領 した後10日 以内にかかる不履行を治癒しなかつたとき.

(2)乙 が支払いを停止 し、または乙につき手形交換所における取引停止処分、滞納処分、破

産手続開始申立、特81精算開始申立もしくは民事再生手続開始申立その他適用ある倒産

手続開始の申立がなされたとき (ただし、第二者からの申立については、裁判所による

手続開始決定または保全管理人の選定等保全手続の開始決定が下された場合に限る。).

(3)本契約または本契約に付随して締結 した変更契約等につき重大な違反があり、その是正

を求める甲の書面による催告を受領した後30日 以内にかかる不履行を治癒 しなかつた

とき。

前項により本契約が解除された場合、乙は甲に対 して、違約金等損害賠償の責任を負 うもの

とする。
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第 16条 (明渡義務)

契約期間の満了または契約の解除により本楔約が終了する場合、乙は本件土地を更地の状態 (本

件建物の基礎及び抗も撤去する。ただし、本喫約締結前から既に本件土地に存在する地中埋設物

は撤去対象から除外する。)に したうえで、期間満了の場合は本契約終了時またはそれ以前に、

解除の場合は本契約終了後直ちに甲に明渡 し返還しなければならない。      |  ‐||
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第 17条 (明渡 し完了までの使用料)

●■■   .本 契約が終了したにもかめわ らず、乙が前条‐| ,に従い更地化して本件土地を

明け渡さない場合、乙は、本契約終了の翌日から明渡し完了に至るまでの本件賃料相当額の倍額

の損害金そのlL乙が負担すべき諸費用相当額を甲に支払い、かつ明波 し遅延により甲が被つた損

害を賠償 しなければならない。
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お世嬌になります。
昨日、本日とお時間をありがとうございました。
主に本日の打ち合わせを踏まえ、
今までのコメント●を11除の上、
澤付ドラフトの方向で牛島に
文凛化を依頼しようと考えております。

文凛化の後に
内審ご確認・検討頂く事とさせて頂きたいと
思いますが、本書く田饉のある点がありましたら、
早急i甜 摘下さい。

(概ね今回修正した部分のみの青マーカーとしていま丸 )
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第 15条 (契わの解輸)

1 乙が次の各号の一に該当するときは、甲は何らの催告なしに本契約を解除することができる。

(1)44贅,その他本ヌ輌に基づく使務のXIAい を多ヵ月以上怠り、その是工を求める甲の

書面による催告を受鰊した後10日 以内にかかる不履行を治意しなかつたとき。

② 乙が支払いを停上し、または乙につき手形交換所における取り1停止処分、格納処分、破

産手続開始申立、特別精算開始市立もしくは民事再生手続|1始申立そのrLE用ある倒産

手続爛始の申立がなされたとき (ただし、第二者からの申立については 裁判所による

翻

"決
定また時 理人の選定等保全手続のll始決定が下された場合に限る。)`

(3)本契約または本契約に付饉して締結した変更喫約博につき重大な達反があり、その是正

を求める甲の書面による催告を受傾した後30日 以内にかかる不履行を治癒しなかった

とき.                    .
1._前項により本契約が解除された場合、乙はIFに対して、違約金等燎笹賠償の責任を負うもの

とする。
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第 16条 (明詢

案Fl期間の満了またltX●の解除によリオ環わが終了する場合、乙は本件土地を

'地
の状態 (本

件建物の基礎及び抗も壼去する。ただし、本彙綺締諸前から既に本件土地に存在する地中理破物

は薇去対象から除外する。)に したうえて、

"田
満了の場合は本興わ終了時またはそれ以前に、

佛餘の場合は本契約終了後直ちに甲に明菫LItしなければならない。た契
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大壼お世話になります。
定期僣地契約案、別途確認書案についてお送りいたします。

O先般、お送りした当社コメンHこ対して、
牛島事務所が挿入した部分は縁でそのまま
残しています。(U&Pと記載があります。)

0その後、当社にて修正・コメントした部分が

青マーカーです。

本77イルを強十様―TMK間としては

未だ協饉中である前提で送信したいと考えております。

念のお、ご確認下さい。
(S“ J“ched■ l●:定期僣地権設定翼的再ドラフ

「
070515 doo)

(S“ dmohed fllα 確認● (地所、曽根崎)070515Ulp.d● ●)
11:==:1::111:=::::::::::::::::                                       `

=贅
地所株式会社 資産開発事業部

遠水 撤
to1 03-3287-6039
fax 03-3214-8642
E-1■□ 型 山 亜 ■ 腱



32  甲が第1項の承猪を与え|(件件地権及で,本 4'建物を

'F者
が取得 tたときは、ろは、ZI

の甲に対する本件借地権の保肛金速鳳請求権を当該第二者に腋渡し、甲はこれを承轄する。

第

１

4条

甲は、

る。

休 件土地の議渡)

乙の書niに よる承諾を得た上で、本件土地を第ヨ者に譲渡することができるものとす

各甲が否熙先、否認先の親会社若しくは子会社その他の関係会社となり若 しくは関係を持ち、又

は甲の取締役若 しくは監査役その他の役員若 しくは株主が否認先若 しくはその関係会社 となり

若しくはなるものと合理的に椰められる場合で、乙から、かかる事態を治癒する旨の催告を受け

たにもかかわらず、合理的な期間内にかかる治癒を行わない場合には、甲は、本件土地を乙に対

し、合理的な市場価格において売却するものとし、乙はこれらを当該市場価格で買い取ることが

ェニ五ものとする。
,

0・二 甲は、本件土地を第二者に譲渡した場合には、乙に対する保証金返還債務を当該第二者

に承継させなければならない.

第 15条 喫 約の解0
1 乙が次の各号の一に該当するときは、甲は何らの催告なしに本契約を解除することができる.

(1)本件賃料その他本喫約に基づく債務の支払いを葬ヵ月以上怠り、その是JIを求める甲の

青IEに よる催告を受領した後10日 以内にかかる不履行を治癒しなかつたとき。

12)乙が支払いを停上し、または乙につき手形交換所における取引停止処分、滞納処分、破

産手続開始申立、特別清算開始申立もしくは民事再生手続開始申立その他適用ある優産

手続開始の申立がなされたとき てただし、第二者からの申立については、裁判所による

手続開発決定または保全管理人の選定等保全手続の開始決定が下された場合に限る。).

0本 契約または本喫莉に付難して締結した変更契約等につき重大な違反があり、その是正

を求める甲の書面による催告を受鎮した後00日 以内にかかる不履行を治癒しなかつた

とき。

2 前項により本契約が解除された場合、乙は甲に対して、違約

賠償の責任を負うものとする。

た力| これを修 lFし ます.地 +様 と合意 した修 llの 考え力として(,、 ①悪意

…



登場してマ,違約条項力」乳、事を逆手にとられる事か無い様にする 0仮に違的による解除

となった場合は,■に 1分な利得が4:じ る様にする とい う2点です  従って  ド記の (1)

はHllFの j  l晨幽奎は地ュ 12″ コ「 し '雌 鶴償は請十でき生 Jと いつたFヽ容と

する (2)は協れその■三イキとする_と いった方r“ で文策をlt成願いtt〕
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第16条 (明渡義務)

契約期間の満了または契約の解除により本契約が終了する場合、乙は本件土地を夏地の状態体

件建物の基礎及び杭も撤去する。ただし、本契約締結前から既に本件IILに存在する地中埋殺物

は撤去対象から除外する。)に したうえて、期間満アの場合は本契約終了時またはそれ以前に、

解除の場合は本契約終了後直ちに甲に明渡し返還しなければならない。杢聖Jtt rに |:う ネ‖●I
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第 17条 (明渡し完了までの使用料)

丼円縦■‐P■本契約が終了したにもかかわらず、乙が前条第 暴に従い更地化して本件土地を

明け渡さない場合、乙は、本契約終了の翌日から明渡し完了に至るまでの本件賃科相当額の倍額

の損害金その他乙が負担すべき諸費用相当額を甲に支払い、かつ明渡し遅延により甲が被つた損

害を賠償しなければならなし、

第 18条 (甲 の立ス検査)

1 甲もしくはその使用人または甲の指定する者は、本件土地の管理上必要あるときは、あらか

しめ乙の承諾を得たうえで本件土地内に立入り、これを点検し、適宜措置を講することがで

きる。ただし、緊急または非常の場合であつて、甲があらかじめるの承諾を得ることができ

ないときは、事後、速やかに乙に通知し、了承を受ければ足りるものとする。

2 前項の場合、るは甲の措置に協力しなければならない。

J           二
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お世話になります。
牛島より返信がありましたので、
(多少コメントを追加して)

お送りさせていただきます。
_‐■認方.菫しくお願い申し上げます。
6“ ●Lched fll● :定期借地権設定契約再ドラフト070521MECtoTREI doc)

MECコメント及び
綸点の残る彙文書グレーでマーキングし、
牛島のコメントは縁でマーキングされています。

三菱地所株式会社 資虚開発事業部
熟水 徹

te1 03-3287-6939
flx 03-3214-8642
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第 15条 (契約の解除)

1 ろが次の各号の一に該当するときは、甲は何らの催告なしに本契約を解除することができる。

(1)本件資料その他本契約に基づく債務の支払いを ヵヽ月以上怠 り、その是正を求める甲の

書面による催告を受領 した後10日 以内にかかる不履行を治癒しなかつたとき。

(2)乙が支払いを停上 し、または乙につき手形交換所における取引停止処分、滞納処分、破

産手続開
'台

申立、特男1清算開始申立もしくは民事再生手続bll始 申立その他適用ある倒産

手続開始の申立がなされたとき (た だし、第二者からの申立については、裁判所による

手続閲始決定または保全管理人の選定等保全手続の開始決定が下された場合に限る。)。

(3)本契約または本契約に付随して締結した変更契約等につき重大な違反があり、その是正

を求める甲の書面による催告を受領 した後30日 以内にかかる不履行を治癒 しなかつた

とき。

前項により本契約が解除された場合、乙は甲に対して、

害賠償の責任を負うものとする。

第 14条 (本件土地の議渡)

1 甲は、乙の _:■ |う承諾を得た上で、本件土地を第二者に譲渡することができるものとす
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第 16条 (明渡義務)

契約期間め満了または契約の解除により本契約が終了する場合、乙はA44土地を更地の状態 (本

件建物の基礎及び杭も撤去する。ただし、本契約締結前から既に本件土地に存在する地中理設物

は徹去対象から除外する。)に したうえで、期間満了の場合は本契約終了時またはそれ以前に、

解除の場合は本契約終了後直ちに甲に明波し返還しなければならない。本契約笙了 ■ う杢豊建
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第17条 (明渡し完了までの使用料)

期間滴子によ■本契約が終了したにもかかわらず、るが前条第
"長

に従い更地イヒして本件土地を

明け渡さない場合、乙は、本契約終了の翌日から明渡し完了に至るまでの本件賃料相当額の倍額

の損害金その他乙が負担すべき諸費用相当額を甲に支払い、かつ明渡し遅延により甲が被った損

害を賠償しなければならない。

第 18条 (甲 の立入検査)

1 甲もしくはその使用人または甲の指定する者は、本件土地の管理上必要あるときは、あらか

しめ乙の承鶴を得たうえて本件土地内に立入り、これを点検し、適宜措置を議ずることがで

きる。ただし、緊急または非常の場合であつて、甲があらかしめ乙の承諾を得ることができ

ないときは、事後、速や力,ころに通知し、了承を受ければ足りるものとする。

2 前項の場合、乙は甲の措置に協力しなければならない。

第 19条 (壺記)

: 甲及び乙は、本契約を締結した後、遅滞なく本件土地について、定期借地権設定登記及び保

証金返還請求権を被担保債権とする抵当権設定整記を行う。かかる登紀に要する費用は乙が

艤画 轟懸 感島 漂湿 通組 血
=


